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地理的な見方や考え方を育てる指導の工夫

いくつかの分布図を比較・関連させて

地域的特色を考察する活動を通して

特別研修員 木村 浩紀 （桐生市立新里中学校）

《研究の概要》

本研究は、中学校社会科の地理的分野の(2)地域の規模に応じた調査のイ 都道府県にお

いて、調べる視点に基づいて分布図を作製し、それを地形図や年平均気温分布図や人口分

布図などのいくつかの分布図と比較・関連させる活動を取り入れることで、群馬県の地域

的特色を明らかにし、また、調べたことの共有化を図ることで、群馬県全域の特色を明ら

かにし、地理的な見方や考え方を育てる活動を行った。
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○ はじめに

現在の社会は非常に変化の激しい社会であり、

これからの社会も激しい変化が予想される。この

変化の激しい社会に対応していくためには、子ど

もに、知識、技能及び思考力、判断力、表現力、

学ぶ意欲、自ら課題を見付け、自ら学び、主体的

に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質

や能力という「確かな学力」を付けさせることが

重要である。

「確かな学力」の育成のためには、まず基礎・

基本の徹底が求められる。地理学習においての基

礎・基本とは、ある地理的事象について問題意識

をもち、その問題を解決していくために必要な力

と考える。つまり、地理的事象を比較・関連・総

合して多面的・多角的に見たり考えたりして、問

題を解決する能力である。

しかし、本学級の生徒の実態をみてみると、調

べる活動は好きで意欲的に調べようとするけれど

も、調べたことで満足している生徒が多く、調べ

たことを比較したり、関連させたりして考察する

ことはまだ十分であるとはいえない。そこで調べ

たことを多面的・多角的に見たり考えたりさせる

必要があると考える。

そこで、課題解決的な学習の過程において、自

分が調べる視点に基づいていくつかの分布図を作

成し、比較・関連させる活動を取り入れることで、

地域的特色を明らかにすることができ、地理的な

見方や考え方を育てることができると考えた。

そのためには様々な資料を適切に収集、選択、

処理、活用する必要がある。まず、資料の収集、

選択は自分の調べる視点に照らして行うことが大

切である。そして、地域的特色を明らかにするた

めに、調べる視点に基づいて、空間的配置に規則

性があるか、地域の環境諸条件とどのようなかか

わりがあるか、他地域との結び付きがどのように

影響しているのかなどについて考察する。

また、生徒が調べたことを交流させ、共有化を

図ることで、地理的事象を多面的・多角的にとら

えて、群馬県全域の特色をより明らかにし、地理

的な見方や考え方を育てることができる。

以上のことから、課題解決的な学習の過程にお

いて、調べる視点に基づいて分布図を作製し、比

較・関連させる活動を取り入れ、地域的特色を明

らかにし、地理的な見方や考え方を育てたいと考

え、本研究を設定した。

Ⅰ 研究の概要

１ 基本的な考え方

(1) 地理的な見方や考え方について

地理的な見方や考え方とは、どこに、どのよう

なものが、どのように広がっているのか、諸事象

を位置や空間的な広がりとのかかわりで地理的事

象として見いだし、それらの地理的事象を地域と

いう枠組みの中で考察することである。そうした

地理的事象がなぜそのように分布しているのか、

環境条件や他地域との結び付きに着目して、その

背景や要因を考えることである。

また、それらの地理的事象がみられるところが、
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地域という枠組みの中で、一部についていえるこ

となのか、あるいは、地域全体にいえることなの

か、大小様々な地域が部分と全体とを構成する関

係で重層的になっていることをふまえて地域的特

色をとらえ、考えることである。

(2) いくつかの分布図と比較・関連させる活動

について

分布図と比較・関連させる活動とは、都道府県

調べにおいて、全国のデータと比較しながら、「農

業」「工業」「商業」「生活・文化」などについて

見いだされた群馬県の特色と思われる地理的諸事

象を、土地の様子を示した土地利用図や雨温の様

子を示した気候の分布図、あるいは人口分布図や

交通網図等と関連付けて考えさせる活動を行うこ

とである。

例えば「なぜそこでそのような農作物が作られ

るのか」、「なぜそこはその産業が盛んなのか」

などということを考える時に、「その農作物は気

候や土地の様子と密接な関連がある」、とか「そ

の産業は気候とは関連はないが、土地の様子と人

口と関連がありそうだ」などと、土地利用図や気

候の分布図や人口分布図と関連付けて考えさせる

ことで、その地理的事象が見られる背景や要因を

考えることができる。さらに、その時に県内の地

域差を考慮しながら県全体を眺めさせることで、

地理的事象を多面的・多角的にとらえて地理的な

見方や考え方を育てることができる。

なお、群馬県の特色と思われる地理的事象を扱

う際には、予めその地理的事象が地形と関係があ

るか、あるいは交通と関係があるかなど何らかの

切り口で着目して調べさせることで調べる視点を

明確にもつことができると考える。

２ 研究の内容及び方法

(1) 研究の内容

① 研究の手立て

ア つかむ過程において、県のデータを全国

と比較して県のおおよその特徴をつかむ活

動を行い、調べる視点を明確にもてるよう

にする。

イ 調べる過程において、調べる視点に基づ

いて作製した分布図をいくつかの分布図と

比較・関連させる活動を行い、地域的特色

を明らかにし、地理的な見方や考え方を育

てるようにする。

ウ 深める過程において、学習したことの共

有化を図る活動を行い、地域的特色をより

明らかにし、地理的な見方や考え方を育て

るようにする。

② 学習したことを共有化するとは

生徒は自分が調べた内容についてはよく理解で

きるが、それだけでは群馬県の一側面を調べたに

過ぎない。群馬県全域の特色を知るには、他の生

徒が調べたことと合わせて考察することで群馬県

全域の特色を考えることができる。つまり、生徒

同士に学習した内容や方法を交流させ、共有化を

図ることが大切になってくる。生徒が学習したこ

とを交流することで、自分の調べた視点と違う視

点から群馬県全域を見渡すことができ、地理的事

象をさらに多面的・多角的にとらえて、地理的な

見方や考え方を育てることができる。

(2) 研究の方法

① 実践の計画

対象 桐生市立新里中学校１年Ｂ組(39名) 単元名 都道府県を調べよう(群馬県)

実施期間 平成18年11月上旬～11月下旬

② 抽出生徒

Ａ 理解する力はあるが、物事を論理的に考えることが多少苦手であるので、他の人の考えを聞

女 くことで、自分の考えを広げさせたい。

Ｂ 学習に意欲的に取り組んでいる。表現力もあり、自分の考えをしっかりまとめることができ、

作業も丁寧である。ただ、積極的に挙手することが少ないので、他の人の考えを聞いて自分の

女 考えを確かめることで自信をつけ、発表する機会をもてるようにさせたい。
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(3) 単元の目標と評価規準

目 群馬県の自然や産業、他地域との結び付きなどを調査することを通して、群馬県全体の地域

的特色や群馬県は様々な地域から構成されていることを理解するとともに、都道府県規模の地

標 域の調べ方を身に付ける。

社会的事象への
社会的な思考・判断

資料活用の 社会的事象についての

評 関心・意欲・態度 技能・表現 知識・理解

価 群馬県の地域的 群馬県の地理的事象につい 地図や統計など 群馬県の地域的特色とそ

特色に関心をも て課題を見いだし、それを成 から群馬県の地域 れを成り立たせている背景

規 ち、課題を設定し、り立たせている背景や要因に 的特色を読み取 や要因を地域の自然条件や

意欲的に調べよう ついて、視点に基づいて様々 り、考察した過程 社会条件や他の地域との結

準 としている。 な資料を適切に選択、活用し や結果をまとめる び付きなどの面から説明す

て考察することができる。 ことができる。 ることができる。

(4) 指導計画

過程 時間 主な学習活動・内容 形態 指導上の支援及び留意点 評価項目(評価方法)

つ １ ○ 全国的な視野か 一斉 ○ 他県の中学生のアンケート結果から、 ○ 調べる視点を明

か ∧ ら見て群馬県の農 群馬県がどのようなイメージでとらえて 確にもつことがで

む 手 業や工業などの特 いるか確認するとともに、本学級の生徒 きる。【関】

立 徴をつかみ、調べ もどんなイメージであったか確認する。 (ワークシート)

て る視点をもつ。 ○ 群馬県の農業や工業などのデータを全

ア 国と比較させて群馬県のおおよその特徴

∨ をつかませて、調べる視点を考えさせる。

調 ２ ○ 群馬県の土地利 一斉 ○ 地形図を参考に群馬県の主な山や川を

べ 用図と年平均気温 ↓ 確認して群馬県の地形を確認する。

る 分布図から群馬県 個人 ○ 白地図で群馬県内の主な市を確認する

・ の自然や環境の特 ↓ とともに、群馬県の土地利用図、年平均

ま 徴をつかむ。 一斉 気温・降水量分布図を作製し、群馬県の

と 特徴をつかませる。

め ○ 土地利用図と年平均気温・降水量分布

る 図は別々の用紙で製作させて、いつでも

参考にできるようにさせる。

○ 群馬県の地形や土地利用の様子と年平

均気温・降水量の分布とは関連があるの

かを考えさせる。

３ ○ 群馬県の人口の 一斉 ○ 群馬県の人口分布図を作製し、群馬県

偏りと群馬県の交 ↓ の人口の特徴をつかませる。

通網の特徴をつか 個人 ○ 群馬県の交通網の様子を確認して、群

む。 ↓ 馬県の交通の特徴をつかませる。

一斉 ○ 人口分布図と交通網の図は別々の用紙

で製作させて、いつでも参考にできるよ

うにする。

○ 群馬県の人口分布と交通網と関連があ

るのか考えさせる。
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４ ○ 調べる視点に基 個人 ○ 調べる視点に基づいて収集した統計資 ○ 調べる視点に基

・ づいて、調べ学習 料から分布図を作製し、前時までに作製 づいて作製した分

５ を進める。 した分布図と関連がないか考えさせる。 布図をいくつかの

・ ○ 調べる際には教師が予め用意した資料 分布図と比較・関

６ を参考にさせたり、図書室やインターネ 連させて考えてい

・ ットからも資料を探させたりする。 る。【思】

７ ○ 調べる視点に基 ○ 調べる視点が同じ生徒同士でグループ (ワークシート)

∧ づいて、グループ を形成させて、調べ学習の進捗状況を確

手 ごとにまとめる。 グル 認したり、補足したりさせる。

立 ープ ○ 作製した分布図の広がりの様子の背景

て や要因を、いくつかの分布図と比較して、

イ どの分布図と最も関連があるかグループ

∨ で相談させる。

○ グループの人数は多くても５人までと

する。

深 ８ ○ 調べたことの発 グル ○ 発表内容を自分の調べた内容と比較さ ○ 発表内容を自分

め ・ 表会を通して、自 ープ せて、関連がないか考えさせる。その際 の調べた内容と比

る ９ 分が調べたこと以 ↓ には、関連がありそうな内容をいくつで 較して、関連を考

∧ 外の群馬県の特色 一斉 も比較してよいこととする。 えたり、群馬県の

手 を知る。 ○ ワークシートに関連があることを理由 特色を考えたりし

立 付けをしながら記入させる。 ている。【思】

て ○ 群馬県の特色を考える際には、数人で (ワークシート)

ウ 相談しながら、まとめさせる。

∨

10 ○ 群馬県の特色を グル ○ 自分が調べた視点を中心にして、キャ ○ 群馬県のキャッ

表すキャッチフレ ープ ッチフレーズを考えさせる。 チフレーズを考え

ーズを考え、発表 ↓ ている。【思】

する。 一斉 (ワークシート)

Ⅱ 実践の概要

１ つかむ過程において、県のデータを全国と比

較して県のおおよその特徴をつかむ活動

本単元の導入では、群馬県の特色を調べる学習

に意欲をもたせるために、他県の中学生から見た

群馬県のイメージの表(資料１)と本学級の生徒か

ら見た群馬県のイメージの表(資料２)を活用し

た。まず、資料１を取り上げて他県の中学生が群

馬県のことをほとんど知らないので、他県の中学

生にも群馬県を紹介できるようにすることを確認

した。

次に、資料２で、紹介するためには、まだ群馬

県についての知識が断片的であるので、群馬県の

特色を深く調べていくことを確認した。

資料１ 他県の中学生から見た群馬県のイメージの表
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資料２ 本学級の生徒から見た群馬県のイメージ

１年Ｂ組(37名)の結果(複数回答)

第1位 鶴の形をした県 16名 第6位 自然が多い ８名

第2位 温泉がある 14名 第7位 海がない ８名

第3位 山が多い 12名 第8位 織物が有名 ７名

第4位 いなか ９名 第9位 利根川がある ５名

第5位 こんにゃくが有名 ８名 その他 42名

それから、群馬県の農業と工業について全国的

上位を占めるデータを取り上げて、実は群馬県に

は、農作物では全国順位が５位以内に入る農作物

が20種類以上もあること、工業製品では全国順位

が５位に入るものが15種類以上もあることを意図

的に強調して取り上げた。(資料３・４参照)

資料３ 全国５位以内の群馬県の農産物

資料４ 全国５位以内の群馬県の工業製品

そして、農業や工業の概要をつかませた後で、

それらが全国的に目立つ背景や要因を、群馬県の

地形や気候あるいは交通網と関連があるかどうか

という点に着目しながら考えていくことを確認し

た。生徒は、群馬県の特産物や工業製品の特性に

気付き、意欲的に学習に取り組もうとする姿勢が

見られ、調べる視点を明確にもつことができた。

(資料５・６参照)

２ 調べる過程において、調べる視点に基づいて作

製した分布図をいくつかの分布図と比較・関連さ

せる活動

追究する過程の２・３時では、まず資料７の①

～⑥の分布図を使って群馬県の自然条件や社会的

条件からみた特色を考えた。

資料５ Ａ女の調べる視点

資料６ Ｂ女の調べる視点

資料７ 比較させる分布図①～⑥
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次に、４～７時では、農作物や工業製品などの

分布図を作製し、資料７の①～⑥の資料と比較さ

せて、関連があるかどうかを考えた。Ａ女はまず、

資料８・９のように自作のネギの分布図を①～⑥

の分布図と順次比較していきながら、気付いたこ

とを書いていった。しかし、これだけでは地理的

事象の表面的なところをとらえたに過ぎない。そ

こで、①～⑥の分布図のうち、分布がそのように

広がっている訳はなぜなのか、また、どれともっ

とも関連が深いのか、を考えるように支援した。

このネギの分布を調べたＡ女は、「生育条件や

地形との関連が深い」「東京へ輸送を考えると交

通網図とも関連が深い」という考えをもつことが

できた。

またＢ女は資料10のようにキャベツの出荷量の

分布図を作成し、資料７の④と⑥と関連させてい

た。Ｂ女ははじめ、「④と比べて雨があまりふら

ないところで作られている」「⑥と比べて交通網

が発達してないところで作られている」などと書

いていたが、まとめる段階では、群馬のキャベツ

資料８ Ａ女が作製した分布図

資料９ Ａ女が自作の分布図と関連があるか調べた表

が日本の各地に出荷されていることについて触れ

ていた。

このように、生徒が農作物や工業製品などの自

分が調べたものの分布の広がりの背景や要因を①

～⑥の分布図と比較・関連することで、地域的特

色を明らかにすることができたと考える。

また、後日、分布図を使った学習はどうだった

か質問したところ、25名の生徒が「分かりやすか

った」「表よりも分布図の方が一目で分かる」「比

べる時に比べやすかった」などと答えていた。生

徒にとって分布図を使った学習は、地理的事象を

つかみやすく、他の地理的事象と比較もしやすく、

地理的に見たり、考えたりしやすかったと考える。

３ 深める過程において、学習したことの共有化を

図る活動

深める過程においては、まず、生徒は自分が調

べたことを発表し合った。生徒が発表した特徴は

教師が提示用の群馬県の白地図に色ペンで丸印を

付けながらまとめていった。（資料11参照）

生徒も学習プリントに板書と同じようにまとめ

ていった。発表が一通り終わったところで生徒は、

自分が調べた分布図と関連がある分布があったか

どうか考えた。生徒が書いた内容を見てみると、

例えば、「ネギが作られているところでは、他の

野菜も作られている。」「輸送機器と電気製品を

製造しているところはほとんど同じである。」な

資料10 Ｂ女が作製した分布図
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どと自分が調べた分布図と関連があると答えた生

徒が10名いた。逆に「コンニャクは標高が高いと

ころで育つので、平野で生産されている農作物と

は重ならない。」「温泉の宿泊施設数は他の分布

とは関係ない。」などと自分が調べた分布図と関

連がないと答えた生徒が11名いた。

関連のあるなしにかかわらず、生徒は、自分が

調べた分布図と他の生徒が調べた分布図を比較す

ることで、群馬県について自分の調べた視点と違

う視点から群馬県全域を眺めることができ、群馬

県の特色をまとめるステップとなった。

次に、群馬県の特色を小グループで練り合いな

がら自分の考えをまとめた。生徒が書いた内容を

見てみると、資料12のように群馬県の特色を農業

や工業など２つ以上の要素を挙げて述べた生徒が

27名いた。群馬県の特色を１つだけの特色で述べ

た生徒は11名であった。

なお資料13・14のようにＡ女もＢ女も群馬県特

色を２つ以上の要素を挙げて答えていた。群馬県

の特色を２つ以上の要素を挙げて述べているとい

うことは、多少なりとも地理的事象を多面的・多

角的にとらえているということができたと考え

る。

また、他の人の意見を聞いて参考になったかど

うか質問したところ、「違う意見を聞けてよかっ

た。」「自分の考えと違う意見もあることが分か

った。」「自分と異なる意見も参考になった。」な

どと答えた生徒が30名いた。生徒にとって小グル

資料11 生徒の発表をまとめた板書

ープで練り合いながら群馬県の特色を考えたこと

は、自分の考えをより広げたり、より深めたりす

ることができたと考える。

生徒は自分たちが調べた内容が白地図にまとめ

られたことによって、群馬県の地域的特色をふま

えながら、群馬県全域の特色をつかむことができ、

地理的な見方や考え方を培うことができたと考え

る。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

本研究では、地理的な見方や考え方を育成する

手だてとして、いくつかの分布図を使って、それ

らを比較したり、関連付けたりする活動を行った。

生徒にとって、分布図は一目で分布の様子が分か

資料12 群馬県の特色をまとめた例

資料13 Ａ女がまとめた群馬県の特色

資料14 Ｂ女がまとめた群馬県の特色
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ったり、関連がありそうな組合せを手元において

比較したりしたので、これらの活動は地理的な見

方や考え方を育成する手だてとして効果的であっ

たと考える。

２ 課題

調べる過程において、自作の分布がなぜそのよ

うに分布しているのかを考える際に、いくつかの

分布図と比較しながらも、より深く、もう一歩踏

み込んで、その分布の背景や要因を考えることが

難しかった生徒がいたので、今後は、より有効な

支援の方法を工夫する必要がある。

（担当指導主事 峯岸 哲夫）
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